
■イントロダクション

大阪ガスは、近畿地方の約700万戸に
都市ガスを供給し、管理する導管総延長
は約60,000kmに達する。
ガス事業者の業務においてGISは設備
管理、計画、工事、保安、災害対策など多
岐にわたって活用されている。
同社では2003年に古くから使われてい
た設備管理GISをArcGISにリプレース
し、ArcGIS 8.2→ArcGIS 9.2 および
ArcGIS 9.3.1を使用し、各種業務アプ
リケーションとの連携を行ってきたが、
2014年に約25あるすべてのシステムを
ArcGIS 10.2にバージョンアップした。

本事例では、大阪ガスがArcGIS 10.2を
使い、システムを再構築したことにより、こ
れまで以上に組織横断的にGISを活用で
きるようになったことについて紹介する。

■導入経緯

各種システムのバージョンアップに際し
て、まずデータベースのデータモデルの
見直しを行った。データモデルを変更す
るにあたり、

P R O F I L E

①BCP等や災害を意識したデータモデル
を構築すること、②各組織で重複している
データを集約し一元管理とすること、③ア
プリケーションの表示に有利なデータモ
デルとすること、などを目的としてデータモ
デルの見直しを行った。

①	BCPを意識
	 災害の際に必要なデータを定義するた

め、各データと各システムの関連図を作
成し、そこから災害時に必要なデータの
洗い出しを実施した。

	 洗い出したデータはレイヤとして集約し、
一つのデータベースにまとめることで、
データの冗長化を行いやすいようにした。

	 具体的には導管設備データ、背景地図
データ、災害時使用データ等を災害時
に必要となるデータとして定義し、それ
まで別々のデータベースサーバに格納
されていたデータを一つのデータベー
スに格納し、冗長化を行うようした。ま
たそれらデータはBCP拠点にデータ転
送を行い、災害の際にはすぐに導管設
備データ、背景地図データ、災害時使用
データが使用できるようにした。

②	データの集約化
	 これまで設備管理部門、一般顧客向け

サービス部門、業務用顧客向けサービ
ス部門の各々の部門で更新していた住
宅地図を集約し、一つのデータベースに
まとめ３部門の各システムから使用でき
るように変更を行った。

③	レスポンスの改善
	 地図の描画や操作レスポンスが向上す

るよう、レイヤの集約を行うなどデータ
モデルの見直しを図った。
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課題
・HW・SWの保守対応
・BCP対策
・GISデータの組織横断的な活用
・GISデータの集約
・WebGISシステムの応答性・安定性

導入効果
・GISデータの遠隔地保管を実現
・組織横断型システムの開発
・GISデータの集約によるランニングコスト削減

データベースを集約化することによりメンテナンス効率アップを実現！
ArcGISが巨大企業を繋ぐ

ArcGISをプラットフォームとした組織横断的なシステムの構築

大規模都市ガス事業者におけるGISの先進的活用
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■システム構成

バージョンアップされたシステムは、
ArcGISを「地図基盤プラットフォーム」と
位置付け、その上で稼働するアプリケー
ションは地図基盤プラットフォームで管
理されたデータを共有できる仕組みとし
て開発された。

○既存APIの使用
これまでWebシステムのいくつかは大阪
ガス独自のシステムを構築していたが、
今回地図表示に関してArcGIS API for 
JavaScriptを使用することによりその開
発の速度や費用を圧縮することに成功し
た。また他システムとの連携にはServer 
Object Extension(SOE)を使用するこ
とにより、サービス連携による他システム
との円滑な連携を実現した。

○代表的なシステムについて
代表的なシステムの概要と今回のバー
ジョンアップに伴う改善点を紹介する。

・MAPメンテシステム
MAPメンテシステムは大阪ガス設備管
理部門のガス管、整圧器、バルブなどの
ガス設備情報のメンテナンスに特化した
システムである。
ArcGIS for DesktopベースのC/S型シ
ステムであり、シェープファイルの工事図
面を取り込む機能を持たせることでメン
テ作業を省力化している。
今回、ArcGIS 10.2にバージョンアップ
するにあたり、アプリケーションをデスク
トップアドインで作成し直し、より簡易に
配布、管理がしやすいように改善した。

・MAP検索システム
MAP検索システムは設備管理部門を中
心に使用する地図配信に特化したWeb
アプリケーションである。今回のバー
ジョンアップに伴い、ArcGIS API for 
JavaScriptを使用することにより、効率
のよい開発を行うことができた。またユー
ザの検索傾向などを分析し、検索ツール
に表示されるデフォルトブラウザ上でのレ
スポンスの改善も図った。

・定期保安業務の計画支援システム
大阪ガスでは法令に基づき３年に１度す
べての顧客に対してガス設備・ガス機器
の点検業務を実施している。計画支援シ
ステムは点検業務の効率化および計画
立案に特化したシステムである。
ArcGIS for DesktopベースのC/S型シ
ステムであり今回、ArcGIS 10.2にバー
ジョンアップするにあたり、アプリケーショ
ンをデスクトップアドインで作成し直し、
より簡易に配布、管理がしやすいように
改善した。

・MobileGIS
MobileGISは大阪ガス標準の携帯電
話用のWebシステムである。特定業務向
けではなく、様々な業務で使用できるよう
汎用的なIFで地図表示を行うシステム
である。
今回呼び出し先のマップサービスをSOE
により拡張し、携帯電話からの地図表示
リクエストに答えられるように改修した。

■導入効果

・	GISデータの遠隔地保管の実現により
BCP対応の基盤作りに成功

・	GISデータの組織横断的な活用が進み
データの有効活用を実現

・	GISデータの集約によりランニングコス
トの圧縮に成功

・	WebGISシステムの更なる応答性・安
定性の向上を実現

■今後の展望・展開

大阪ガスでは、今後、以下の3点について
取り組むことにより、更なるシステムの効
果的活用を目指していく計画である。
・	スマートデバイスへの展開
・	クラウドサービスの有効活用
・	コンテンツの充実
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